
具合の悪いお客さまや車内の異
常を乗務員に知らせる車内非常
通報ボタンを車両連結部付近や
窓の横、車いすスペースに設置
しています（位置は車両により
異なります）。また、火災発生に
備えた消火器も全車両に設置済
みです。

ドア開閉時のお客さまの引き込
まれ防止のため、すべる素材を使
用した車内ステッカーを貼付して
います。新形式車両（2020系、
3020系、6020系）については、
ドア自体にすべる素材を採用し
ています。

LED蛍光灯一体型の防犯カメラ「IoTube（アイ・オー・チューブ）」
を全車両に導入しています。4Gデータ通信により、遠隔地から
でも映像を確認することが可能です。全車両への導入を通し
て、車両内のセキュリティ向上および車両内トラブル発生時の
対応の迅速化を図っています。

　その他
万が一、運転士の体調が急変したときに安全を確保するための緊
急ブレーキ装置や誤開扉防止策・列車の転動防止策などの対策を
全車両に導入しています。

東急線各駅「お知らせボード」にて掲出中のポスターはこちらからご覧いただけます

車両・車内の安全対策

飛散防止フィルム

お客さまに安心してご乗車いただけるよう、さまざまな安全対策を行っています。

車内防犯カメラ

※乗務員と通話することができます
（一部の車両を除く）

車内非常通報ボタン・消火器

ご乗車中、車内で異常が
発生した場合に押してく
ださい。

ドア引き込まれ注意喚起ステッカー
車両ドアは、ドアガラス破損防
止のため4mm・5mm厚の強化
ガラスおよび複層ガラスを使用
しています。また、4mm厚強化
ガラスに対しては割れたガラス
が飛散しないように透明の飛散
防止フィルムを貼り付けて安全
性向上を図っています。飛散防
止フィルムには夏場の遮熱、冬
場の断熱にも高い効果があり、
空調消費電力量を削減し省エネ
効果もあげています。

ガラス破損のリスク低減策

実際の防犯カメラ映像

各車両には
ステッカーを貼付

※記録映像に関しては、関係法令や社内規定に則り厳重に管理しています
車両全方向で撮影

▲車内設置位置イメージ（20m車両）
IoTube（アイ・オー・チューブ）

消火器車内非常通報ボタン

LED蛍光灯一体型の防犯カメラ

「IoTube」
（アイ・オー・チューブ）

https://www.tokyu.co.jp/image/information/pdf/NEWS_LETTER_Vol_9.pdf



